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➀⼯事概要 
 ⼯事名  令和 5 年度 東駿河湾環状道路整備⼯事 
 発注者  国⼟交通省中部地⽅整備局沼津河川国道事務所 
 ⼯事箇所 静岡県 沼津市岡宮〜東椎路地先 
 ⼯期   令和 5 年 6 ⽉ 17 ⽇ 〜 令和 6 年 1 ⽉ 31 ⽇ 
 ⼯事内容 除草⼯ 1 式、伐採⼯ 1 式、構造物撤去⼯ 1 式、仮設⼯ 1 式 
 
②はじめに 

東駿河湾環状道路（沼津市岡宮〜愛鷹）は、沼津市岡宮を起点とし、同市東椎路に⾄る延 
⻑ 2.6 ㎞の道路である。本⼯事は東駿河湾環状道路を施⼯する箇所の埋蔵⽂化財調査を⾏ 
うための伐採及び除草⼯事である。 

         



③施⼯の課題 
1）狭隘な隣接道路と⾕地形 

本⼯事の施⼯箇所は 4 か所に点在している。 
各所、施⼯箇所までの隣接道路の⾞道幅員が狭隘な道路であった。 
また、当初平⾯図の等⾼線と現地踏査から伐採箇所までが⾕地形となっていることが
判明した。そのため、重機進⼊路の確保が必要であった。 
狭隘な隣接道路では⼤型⾞両が通⾏困難である。また、施⼯箇所⼀帯と隣接道路周辺が
「包蔵地」であるため隣接道路の拡幅や重機進⼊路の施⼯を⾏うには、埋蔵⽂化財の調
査が必要となるため、着⼿までに時間を要することが想定できた。そのため、安全かつ
能率的な施⼯計画の⽴案とともに迅速な対応が課題となった。 

  

 
 
 2）周辺環境・地域との調和 

前述のとおり施⼯箇所が点在しているため、各施⼯箇所の周辺住⺠への事前周知と隣
接道路の利⽤者への配慮が必要であった。 

 
④対応策 

1） 狭隘な隣接道路と⾕地形 
当初の施⼯計画では、伐採材の運搬⾞両を 10ｔダンプトラックで想定していたが、狭
隘な道路と⾕地形での⾛⾏が不可能であるため、各施⼯箇所によって以下の対応策を
⾏った。 

  



〇不整地運搬⾞での搬出 
施⼯箇所までが⾕地形となっている箇所において、重機進⼊路の確保が必要であった。
そのため、地⼭を掘削しながら重機進⼊路の確保した。また、⾕底から伐採材を搬出
するため、不整地運搬⾞両を使⽤し 1 次運搬を⾏った。その後、10ｔダンプトラック
にて処分場まで搬出をした。 

〇⼩型⾞両での搬出 
現地踏査の結果、付近に事業⽤地を確認した。各施⼯箇所から事業⽤地までの距離は
は L＝約 2.0 ㎞以下の位置にあった。そのため、隣接道路が狭隘な施⼯箇所からは⼩
型⾞両にて 1 次運搬を⾏い、事業⽤地から処分場まで 2 次運搬することとした。 

当初の施⼯計画では困難であったが、上記の対応策により安全かつ能率的に施⼯を進
めることができた。 

  
2） 周辺環境・地域との調和 

⼀部の施⼯箇所周辺には、家屋や学校が存在していたため施⼯前に事前周知が必要で
あった。また、⽥畑も多く存在しているため、隣接道路利⽤者にも周知が必要であっ
た。 

〇QR コード式『現場ご意⾒箱』 
⼯事箇所周辺の住⺠への事前周知として、平時と同様に回覧を配布するとともに、配
布資料に『現場ご意⾒箱』と表し、QR コードを添付した。従来では現場出⼊⼝にポ
ストを設置し⼿書きの⽤紙を投函していた。QR コードの読み取りにより、携帯端末
から直接現場職員へ周知することができた。現場職員はリアルタイムに状況を把握す
ることができるため、即時対応することができた。また、隣接道路利⽤者にも QR コ
ードによる『現場ご意⾒箱』を利⽤してもらうため、現場出⼊⼝にも同様の QR コー
ド⼊り⼯事看板を設置した。それにより、周辺住⺠からの要望に対し、迅速に対応す
ることができた。 
 
 
 



  
〇⼩学校でのイベント開催 
 ⼀部⼯事箇所周辺に、⼩学校が存在した。周辺地域との調和の観点から、⼩学⽣にも 

⼯事概要の説明と伐採⼯事への理解を深めてもらうため、⼩学校ご協⼒のもと⼩学 5 年 
⽣を対象に下記の内容でイベントを開催した。 

【内容】 
1.本⼯事概要と建設業について 
2.伐採⼯事について知り、SDGｓを考える 
3.モノづくり体験−伐採材を使⽤し、オリジナルドアプレートの作成 
 

嘗て、建設業界の黎明期などには所謂、『3K』と呼ばれるネガティブイメージはついて回り、
強調されてきたが、国⼟交通省によって『新 3K』が提唱される今、今回のイベントを通し、
建設⼯事への理解とモノづくりの楽しさから、未来を担う⼩学⽣達に建設業の魅⼒を伝え
る良い機会となった。 
 

      



⑤まとめ 
 東駿河湾環状道路周辺は未だ、放置された⼈⼯林が数多く存在し、枯⽊や倒⽊なども多い
状態である。枯⽊や倒⽊ではチップ材での利⽤⽤途しかなく、昨今話題でもある SDGｓ（持
続可能な開発⽬標）では『伐採、植林、利⽤』の循環が重要である。しかし、現状は程遠い
状態である。また、建設業界も業界の担い⼿が循環しておらず、同じような現状ではないか
と推察する。本⼯事を通して、伐採⼯事と建設業界の今を深く理解し学ぶことができた⼯事
であった。 

 
 


